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V246b 偏光 2チャンネル型位相マスクコロナグラフのための焦点面波面センサーの
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系外惑星を直接検出しその特徴を捉えるため、分光偏光観測が可能な高コントラスト観測装置が求められる。
フォトニック結晶位相マスクを用いたコロナグラフは、マスクを偏光子で挟んだ偏光フィルタリングにより、広帯
域での分光観測が可能になると期待される。しかしこの手法では、片偏光成分しか観測できないという問題があ
る。この問題を解決するため我々は、2チャンネル型位相マスクコロナグラフの検討を行った。2チャンネル型位
相マスクコロナグラフは、偏光子ではなく偏光ビームスプリッタによるフィルタリングを行うことで、両偏光を
同時に観測することができる設計となっている。これにより、系外惑星の分光偏光観測が効率的に行えると期待
される。しかしながらコロナグラフは、装置内の光学素子の収差などにより、恒星光が完全に除去できずスペッ
クルが残ってしまう問題がある。したがって、光波面補正によりスペックルを低減するため、スペックルの電場
を測定する波面センサーが必要である。我々は、スペックル電場を測定する波面センサーとして、Self-Coherent
Camera(SCC)法 (Baudoz et al. 2006, Proc. IAU., 200, 553) を偏光 2チャンネル型位相マスクコロナグラフに
応用することを新たに提案した。SCC法は、コロナグラフの Lyot stopにおいて、除去された恒星光から参照光
を取り出す。これを焦点面でスペックルと干渉させることで、干渉縞の解析からスペックル電場を測定する技術
である。我々は、SCC法を偏光 2チャンネル型位相マスクコロナグラフに適用するための Lyot stopを設計・製
作した。さらに、2波長レーザーを用いた室内実証実験を行い、干渉縞の解析によりスペックルの強度（振幅）分
布を測定した。本講演では、実証実験の結果について報告する。


